
農業センサスによる農業集落の動向予測と診断
はじめに

地域農業の最小単位は、農業集落といわれ

る。農業振興計画を作成する際は、農業集落

の実態と、将来の変化を見極める必要がある。

そこで、農業集落の動向予測を行い、農業構

造の実態から農業振興状況と性格を把握し、

農業集落活性化のための資料とする。

1．農業集落の現状と動向予測

図1は、秋田県の農業地域類型区分である。

秋田県の中で山間農業地域は、県境と県北の

内陸に分布し、県北に偏った分布になってお

り、県北を横断する米代川の南北に山間地域

が広がっている。平地農業地域は、県南内陸

部と大潟村周辺に分布している。

農家数の減少が続く中で、農業集落の縮小

が進行している。1995年における秋田県の農

業集落数は2フ28である。規模別農業集落数の

1980年から1995年の15年間の変化をみると、

極小規模・小規模集落が増え、中規模以上の

集落が減少している。また、農家数が0にな

った集落が　36あり、うち14集落が極小規模

集落である。

マルコフ過程分析により1995年から15年

後の罰10年の農業集落の規模別構成を予測し

た。その結果、農家数が0になる集落が63、23

％あり、極小規模集落が3．9％から6．1％に、

小規模集落が33．8％から40．6％に増加する。

逆に中規模集落は、48．5％から　41．5％に、大

規模集落は16．6％から11．8％に減少する。

農業地域類型別では、農業集落の縮小が最

も著しいのが都市的地域である。都市的地域

では、急速な勢いで混住化が進行しており、

将来農家を探すのが難しい状況になろう。

次いで、山間、中間地域の順に縮小傾向が

強い。両地域とも小規模以下の集落割合は、

1995年では　40％台であるが、2010年には50

％台となり、半数以上が20戸以下の小規模集

落になる。

農業地域類型の中で締小傾向が最も低いの

は平地である。平地農村は、営農にとって条

件の恵まれた地域であり、農業が継続される

度合いが他の地域より高いことから、集落の

縮小が少ない（表1）。

2．主成分分析による農業集落の診断

こうした動向下にある農業集落の農業の振

興度合いと、性格を検討するために、主成分

分析を実施した。その際、農業振興度が極端

に低いか高いかが予め分かり、全体の解析に

影響すると思われる集落を除いた2，568集落を

対象とした。

指標としたのは、「農家戸数」、「1戸当た

り経営耕地面積」、「3ha以上農家率」等21項

目である。計算の結果、第1主成分では「1

戸当たり経営耕地面積」、「3ha以上農家率」、

「300人目以上農業従事農家率」、「主菜農家

率」のウエイトが高く、プラスの指標は農業

振興的な状況を表している。第2主成分は、

プラス側が稲単作的、マイナス側が複合的で、

集落の性格を表している。

第1主成分値は、農業振興状況を表す総合

的な数値であり、県内全農業集落の農業振興

度合いの順位付けによる比較検討が可能であ

る。また、農業集落調査の対象集落選定にも

この数値が利用できる。

図2は、県内全集落の第1、第2主成分値

の分布である。つまり、図の右側部分が農業

振興的な集落の分布であるが、中でも右上が

単作的・規模拡大型であり、右下が複合的な

集落である。

表2は、第1主成分のプラス、マイナスで

農業振興度の高低別を、第2主成分のプラス、

マイナスで単作的か複合的かの性格を整理し

たものである。秋田県内の農業振興的集落割

合が高いのは、農業地域類型別では、平地＞

中間＞都市＞山間の順である。また複合的集

落が、都市的地域と平地地域で多く、中山間

地域で少ない。
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図1　秋田県の旧市町村別農業地域類型区分

芦寧寧宇　山間農業地域

血皿．中間農業地域
皿ⅢⅢ　平地農業地域

［：二二コ　都市的地域

表 1　 農 家 戸 数 規 模 ・農 業 地 域 類 型 別 農 業 集 落 の 動 向　 （集 落 数 ％

英　 ‾　　　　 数 比　　　　 率

1 9 8 0　　 1 9 9 5　　 2 0 1 0 1 9 8 0　 1 9 9 5　　 2 0 1 0

都

市

的

極 小 規 8　　　　 3 0　　　　 4 1 2 ．9　　 1 1 ．2　　 1 6 ．3

小 規 1 0 3　　　 1 2 1　　 1 2 8 3 7 ．5　　 4 5 ．0　　　 5 1 ．0

中 規 1 2 2　　　　 9 8　　　　 7 2 4 4 ．4　　 3 6 ．4　　 2 8 ．7

大 親

0

4 2　　　　 2 0　　　 1 0 1 5 ．3　　　 7 ．4　　　 4 ．0

2 7 5　 2 8 9　 2 5 1　　6　 1 7 1 0 0 ．0　 1 0 0 ．0　 10 0 ．0

平 極 小 規 5　　　 1 2　　　　 2 0 0 ．5　　 1 ．3　　　 2 ．1

地 小 規 1 7 2　　　 2 1 9　　　 2 悶 1 8 ．2　　 2 3 ．2　　　 2 8 ．1

農 中 規 4 5 8　　　 4 7 2　　　 4 6 9 4 8 ．4　　 4 9 ．9　　　 4 9 ．7

業 大 規

0

3 1 2　　　 2 4 3　　　 1 8 9 3 2 ．9　　 2 5 ．7　　　 2 0 ．0

9 4 7　 9 4 8　 9 4 3　1　 2 10 0 ．0　 10 0 ．0　 10 0 ．0

中 極 小 規 1 8　　　　 3 0　　　　 8 5 1 ．8　　　 4 ．0　　　 6 ．9

開 小 規 2 80　　　 3 7 3　　　 4 5 3 2 8 ．5　　 3 8 ．5　　 4 7 ．8

農 中 規 4 9 9　　　 4 2 9　　　 3 5 1 5 0 ．9　　　 4 4 ．3　　　 3 7 ．0

菓 大 規

0

2 0 3　　 1 2 7　　　　 7 9 2 0 ．7　　 13 ．1　　　 8 ．3

9 80　 9 6 8　 0 4 8　1 2　 20 10 0 ．0　 10 0 ．0　 10 0 ．0

山 極 小 規 1 3　　　　 2 5　　　　 3 7 2 ．3　　　 4 ．6　　　 7 ．1

聞 Jト規 1 6 8　　　 2 0 8　　　 2 3 5 2 9 ．9　　　 3 8 ．2　　　 4 4 ．9

農 中 規 2 7 7　　　 2 5 0　　　 2 14 4 9 ．4　　　 4 5 ．9　　　 4 0 ．9

菓 大 規

0

1 0 3　　　　 6 2　　　　 37 1 8 1　　 1 1 ．4　　　 7 ．1

5 6 1 54 5　 5 2 3　1 6　 2 2 10 0 ．0　 10 0 ．0　 1 0 0 ．0

合

計

極 小 規 4 4　　 10 6　　 1 6 3 1 ．6　　　 3 ．9　　　 6 ．1

小 規 7 0 3　　　 8 2 1　 1 0 8 1 2 5．4　　　 3 3 ．8　　　 4 0 ．6

中 親 1 3 5 6　 1 24 9　 1 1b 6 4 9 ．1　　 4 5 ．8　　　 4 1 ．5

大 規

0

郎 0　　　 4 5 2　　　 3 1 5 2 3，9　　 1 0 ．6　　 1 1 ．8

2 7 8 3　 2 7 2 8　 2 6 6 5　　3 6　 6 3 10 0 ．0　 10 0 ．0　 10 0 ．0

注 1 ．　 農 育 戸 数 規 模 の 0 は 、前 1 5 年 間 で 農 家 数 が 0 に な る集 落 数 で あ る 。

2．唾小規模集落は6戸以下、小規模は6・｝20戸、中規模は21－50戸、
大規模は50戸以上である。

0

第一主成分

図2　県内集落の主成分分析結果

轟2　主成分分析による農業地域転塾■農業振興産別豊美集落の構成　　 （集落数、％）

集　　　　　 散 割　　　　　 合

農業振興的 農業停滞的

一計

農業振興的 農業停滞的

計単作　 複合 単作　 接合 単件　 複合 単作一　複合

都市的地域 32　　 44 45 ノ　　83 204 15．7　 21．6・ 22．1　 40．7 100．0

平地農業地域 t 242　 284 136 日　264 926 26．1　 30．7 14．7　 28．5 ト100．0

中間農業地域 32 1　 126 281 192 920 34、9　 13．7 30 ．5　 20，9 1′00、0

山間農業地域 73　　 5 2 254　 139 518 14．1 10．0． 49．0　 26．8 100．0

計 668　　506 7 16　 678 2 ．568 26．0　 19．7 27．9　 26．4 100．0
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